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論や大川一司の過剰就業論など、日本経済の分析のために先達たちが苦労して作りあげてきた理論や手法を紹介する。 と同時に学生たちには自国の特徴をよく知っ う で、 れらを使うか否かを決め、かつ日本の政策をそのままコピーするようなことはすべきではないとも伝えているところである。　
いずれにせよ、若い研究者には、学問の蓄積
まで含めて我が国を自分なりによく知る営為を続けながら、対象地域 研究してほしいと考えている。外国を知 ことは、我が国のあり方を改めて問い直す大切な契機 なるはずである。日本研究をも刺激しうるような研究であってこそ、各国に育ってきた一流の研究者にも、その価値を認めてもらえるのでは かろう 。そんな研究成果を、これからの若い研究者に強く期待しているところである。
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